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第８章 三重県農業大学校における研修課程の実態と課題 

曲木 若葉 

１．はじめに 

本章では三重県農業大学校（以下，「三重農大」という）を対象に，大学校職員（校長，

教員），研修課程（1 年課程）の生徒（以下，「研修生」という），研修修了後に就農した卒

業生（以下，「研修修了生」という）のヒアリング調査結果から，研修生の特徴や研修修了

後の進路，就農状況や就農に当たっての課題等を明らかにする。

三重農大は第 9 章の山梨，第 10 章の大分の各農業大学校とは異なり，社会人等向けの

研修を実施する研修課程は職業訓練の扱いになっていない。もっとも，全国的に見れば公

共職業訓練を実施している大学校は僅か 5 校しかないことから，三重農大の事例からは社

会人向け研修の実態や課題について，より一般的な姿を把握できると考えられる。一方で，

後述するように，研修課程のカリキュラムを養成課程と分けない工夫や就農後の営農作物

を絞り込む等の特徴的な取組も見られ，社会人向けに人気のあるコースとなっており，リ

カレント教育を推進する上で参考とすべき点が多い事例と言えよう。

本章では，まず第 2 節で大学校の概要を紹介し，第 3 節では現在研修を受けている研修

生のヒアリング調査結果から，大学校の教育カリキュラムや就農・就職支援に対する評価

を行う。さらに，第 4 節では既に就農している卒業生のヒアリング調査結果から，就農後

に見た大学校の評価を明らかにし，最後の第 5 節で全体のまとめを行う。 

２．大学校の概要 

（１）組織・指導体制

三重農大は，1936 年に三重県農林勧修場として飯南郡粥見町に設置されたのが始まりで

あり，1970 年に三重県農業経営大学校に改称するとともに現在の松阪市へ移転，その後

1978 年に 2 年制となり 1986 年に現在の名称へと改称される。そして，2000 年に 1 年課

程（研修課程）が併設され，2006 年には専修学校に移行している。 
三重農大の特徴は，養成課程と研修課程とを分けずにいずれも養成科としている点であ

り，一般的な養成課程を「養成科 2 年課程」，研修課程に相当するものを「養成科 1 年課

程」と呼称している。とはいえ，1 年課程は他の大学校の研修課程と同様，社会人向けの

コースとなっている。2 年課程の卒業生には専修学校の修了資格である専門士の称号が付

与されるが，1 年課程は修了後に得られる資格等は特にない。学費は 2 年課程の場合，2
年間で 87 万円，1 年課程の場合は 30 万円程度である。また，三重農大は担任制をとって
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おらず，教務がホームルームを全校生徒一括で行っている。三重農大の用地は 40,613m2

で，食堂や体育館，学生寮が併設されており，農業改良普及センター等の研究施設と隣接

している。また，学生寮には 1 年課程の学生も入寮が可能である(1)。 
専攻コースは 2 年課程，1 年課程ともに茶業コース，水田作コース，野菜コース，花き

コース，果樹コース，畜産コースの 6 コースがある。学生の定員は，2 年課程が 1 学年 30
名，1 年課程は 10 名である。職員数は 23 名（うち，嘱託 6 名）であり，そのうち教員は

14 名（うち，嘱託 1 名）と他府県の農業大学校に比べやや小規模である。また，課程教育

以外にも新規就農者のフォローアップ短期研修や農業ビジネス人材育成研修等の短期研修

にも取り組んでおり，2018 年度からは，三重大学，民間農業法人と連携した「みえ農業版

MBA 養成塾」を開始している(2)。 

（２）カリキュラム

次に，三重農大の教育カリキュラムを第８－１表によって見てみよう。2 年課程（養成課

程）の場合，必須科目すべてと選択科目のうち 6 科目を選択する。またこれ以外にコース

ごとに専攻科目があり，全コースに共通して実習や卒業論文が存在する。加えて，表示し

てはいないが，教養科目が必修となっている。これに対し，1 年課程（研修課程）の場合，

教養科目はなく，必須科目も各概論や植物生理，育種，気象学等の科目は対象ではない。

一方で，専攻科目は卒業論文以外すべて必修となっている。以上のように，1 年課程のカ

リキュラムは 2 年課程の科目の一部を履修する仕組みであるが，研修生自身の専攻に関係

する教育と実習が中心となるよう構成されている。

このように，履修科目は 1 年課程，2 年課程で全く同じではないが，共通する科目につ

いては授業や実習は生徒を分けずに実施している。これは，教員ヒアリングによれば，教

(4科目選択) (2科目選択) （全コース共通）

農 業 経 営 食 品 科 学 大型特殊免許 (農耕用) 専 攻 実 習

農 業 簿 記 有 機 農 業 けん引免許 （農耕用） 産 地 実 習

農 業 政 策 農業と福祉 フォークリフト運転技能 農 家 実 習

農業生産工程管理 生 物 工 学 毒物劇物取扱者 （農業用品目） 専 攻 実 験

農産物マーケティング 農 産 加 工 危険物取扱者 （乙種4種） 課題解決演習

作 物 概 論 土 壌 診 断 簿 記 会 計 卒 業 論 文

園 芸 概 論 コンピュータ演習 ガス溶接技能

畜 産 概 論 フラワーデザイン 営農指導員資格

植 物 生 理 農業機械整備 玉掛け技能

植 物 育 種 GAP指導員

環境保全と農業

作 物 保 護

土 壌 肥 料

農 業 情 勢

農業気象学

農業機械論

海外等農業先進地研修

資料：三重県農業大学校HPより作成（https://www.pref.mie.lg.jp/nodai/hp/：2020年5月25日参照）．

注．下線は1年課程にかかわる科目．

第８－１表　三重県農業大学校カリキュラム一覧 （教養以外）

選 択 科 目  (4科目選択)
必 須 科 目

専攻ごとに異なる

（総論，各論など）

専 攻 科 目

（全コース共通）

〇1年課程カリキュラム

・「必須科目」の下線，専攻科目の下線は必修

・「選択科目」の下線，及び「必須科目」の二重下線から6科目を選択
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員数に余裕がないということもあるが，農業の基本をしっかり学ばせるという方針は 2 年

課程と 1 年課程に共通しており，また 1 年課程と 2 年課程の生徒が一緒に学ぶことで，後

述するように就農意欲の高い 1 年課程の生徒に 2 年課程の生徒が良い刺激を受ける効果が

あるためとしている。なお，1 年課程の研修生は，前期に 2 年課程の 2 年目のカリキュラ

ムを受講し，後期に 2 年課程の 1 年目のカリキュラムを受講する仕組みをとっている。ま

た，農家等への研修は，3 週間の研修を 2 回実施している。

近年変更したカリキュラムとしては，先の農家への研修回数の見直しと，GAP の開始が

ある。今後は，役場の人を呼んだ地域作り，売り方まで見通したプログラムの再編や，ス

マート農業を取り入れた授業の開始を考えている。スマート農業については，ともすれば

農業は「農家子弟が実家の作業を手伝いながら覚えてもらうもの」という意識を持たれが

ちな普通高校の教員や学生に対して「農業を学校で学ぶ」ことをイメージしてもらえるき

っかけになると考えており，来年度以降は研究機関の助けを借りながら，知見のある先進

的な農業者による授業を開始する予定である。

なお，学生の募集活動については，1 年課程については県や JA を通じた社会人推薦枠

で入って来る人がほとんどであり，定員 10 名に対しこれを超過する 12～13 名が毎年入校

している。

（３）研修生の特徴

入校生は 2 年課程，1 年課程ともにほとんどが非農家出身者であるが，1 年課程は就農

目的の人を受け入れており，就農意欲が非常に強い傾向にある。とはいえ，これまで農業

とは関係のなかった経歴の非農家出身者が多く，農業を基礎から学ぶために 1 年課程に来

るケースが多い。研修生の年齢層は 20～60 歳代と幅広いが，35 歳位が転職の節目となる

ことから，この年齢前後で入校するケースが多い。もっとも，1 年課程を開設した当初は，

定年帰農希望者が大半であったが，近年は比較的若いうちから就農を強く希望する人が増

えたこともあり，定年帰農希望の研修生は減少している。

ここで 2019 年に実施した 1 年課程の在校生（研修生）を対象としたアンケート調査の

結果を見ると（全体の分析結果は第 7 章を参照），年齢層は 60 歳以下が 8 割，また研修生

の半数が大学又は大学院を修了していた。また，入校直前まで在職していた者が 7 割で，

うち正社員が 85.7％と大半を占めており，職種は製造業や IT 系の比重が高い傾向にあっ

た(3)。

以上のことから，三重農大の 1 年課程の研修生は，三重県内の雇用情勢を反映し，前職

も比較的安定した職種であった者が多いと考えられるが，近年はこうした業種からの就農

希望者も増えており，結果的に 1 年課程の研修希望者の増加につながっていると言えよう。 
また大学校としても，農家出身者とともに親元就農希望者が減少し，2 年課程の就農率

が低下する中，就農を目指す社会人等を対象とした研修の需要に対応していく必要がある

とのことだった。
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（４）就農・就職状況と支援

次に，三重農大における就農・就職状況と大学校の支援状況について見てみよう。

1 年課程（研修課程）の人材育成目標は，地域のリーダーとなる独立自営就農者を育成

することであり，具体的には卒業後に 550 万円以上の売上を出せるような経営を目指すこ

ととされている。ただし，550 万円以上の売上を出すためには，収益の見込める作物を作

る必要があることから，野菜の場合，イチゴ，トマト，キュウリの 3 種類の作物に絞り込

み就農を目指すことになる(4)。また，意欲のある学生には構内のハウスを 1 棟貸し出して

管理を任せている。これは「就農前にできる失敗はすべてこのハウスで」という考えから

である。

なお，1 年課程の場合，自営就農希望者が大半であるため，作物栽培の知識や技術の習

得と並行しながら就農後の生産作物を決定し，農地を確保して育苗等の就農準備を進める

必要がある。しかし研修スケジュールに余裕がなく，就農準備が十分できないまま卒業し

てしまうケースが多いことから，まだ構想段階ではあるが，就農後の営農作物を決定でき

なかった者や，作物の決定が遅れて十分な就農準備ができなかった者，農地を確保するた

めに更に時間を要する者等のために，必要に応じて更に 1 年間の就農準備ができる仕組み

を検討したいとのことであった(5)。

３．研修生の実態と大学校に対する評価 

本節では，1 年課程の研修生 2 名（A 氏及び B 氏）のヒアリング調査結果から，研修生

の特性と大学校に対する評価及び就農状況や今後の課題等について明らかにする。A 氏は

自家が元専業農家，B 氏は非農家の出身である(第８－２表)。 

（１）研修生Ａ氏

１）大学校入校のきっかけ

A 氏は 1 年課程（研修課程）の野菜コースを専攻する 51 歳の男性である。家族構成は

妻のみで，妻は農業以外の仕事に従事している。子供は既に独立している。A 氏の前職は

大手製造業であり，工業高校卒業後から正社員として勤め続け，生産管理や IT 関連の業

務に従事していた。仕事の都合で 12 年間海外に赴任していたが，2018 年 3 月に帰国し，

その 1 年後の 2019 年 3 月に会社を退職した後，同年 4 月から三重農大の研修生となって

いる。

自家は三重県内の専業農家であり，ピーク時には米 1ha，茶とイチゴを 10a 作付けして

いたが，父の病気をきっかけに経営規模を縮小し，亡くなった時には 35a 程度にまでなっ

ていた。このほかに，貸し付けしている所有農地が 80a 程度（水田 50a，畑 30a）あった。

規模は縮小していたものの，父の生前から自家農業の継承を決意しており，帰国してから

は週末に稲作に取り組んでいた。

自営就農を志した理由は，第 1 に，帰国後，前職にやりがいを見いだせなくなりつつあ
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った最中，妻から「農業をやっている時の方が覇気がある」と指摘されたこと，第 2 に，

海外に赴任していた時に父母が相次いで亡くなり，自家の農業継承の必要が生じたことに

加え，ローンの完済や子供の独立等もあって，本格的に農業にチャレンジするにはちょう

どよい節目であると考えたためである。そこで，親の農地を継いで専業農家となるべく，

農業技術の基礎と専門性向上のために三重農大の 1 年課程への入校を決意している。農業

をやるからにはしっかり取り組んでほしいと三重農大を探してきたのは妻である。なお，

作物は初めからイチゴと決めていた。年齢の関係から農業次世代人材投資資金が利用でき

なかったため，研修に関わる助成金は利用していない。

三重農大を選択した理由は，学費の安さと妻の勧めによるものだが，仕事をしながら研

修先を探していたため，他の研修機関と比較する余裕はなかったとのことである。

２）研修に対する満足度

研修についての満足度を 5 段階評価で聞いたところ，既に履修したカリキュラムすべて

を「5＝満足している」と評価している。一番良かったカリキュラムは農家実習としてお

り，A 氏と同じように脱サラ就農し，夫婦でイチゴを始めた農家で研修を行っている。こ

の研修先は，イチゴ部会の部会長で面倒見も良く，就農するのに必要なことを熱心に教え

てもらっている。このことによって，来年度からの就農にこぎつけられたとしている。し

A氏 B氏

性 別・年 齢 男性・51歳 男性・32歳
家  族  構  成 配偶者（子供は独立） 単身者

専 攻 コ ー ス 野菜コース 野菜コース

自 家 の 職 業 兼業農家 非農家

最  終  学  歴 高卒（工業系） 高等専門学校卒 （材料工学科）

研修前の職業 製造業 製造業+建設業

研修前の雇用形態 正社員（勤続32年） 正社員 （勤続12年）

利用した助成制度 なし なし

入 校 の 背 景

仕事環境の変化，親の死亡と農地相続，ローンの

完済，子供の独立等が重なり，本気で農業をやる
なら今のタイミングと思った(妻も後押ししてくれた)

T町の農作業体験に参加し，就農しようと役場に相

談したところ，就農支援を受けるには大学校に通う

必要があったため研修に参加

入  校  目  的 農業技術基礎・専門性を習得 農業技術基礎を習得

研修参加目的 学費が安い，妻の勧め 助成金を受けやすい，役場の勧め

入校時の進路希望 専業農家 （イチゴ） 新規独立自営就農 （T町）

現在の進路希望 専業農家 （イチゴ） 新規独立自営就農+出稼ぎ

進 路 希 望
変更の理由

T町での就農を考えていたが，推奨作目の栽培に

は広い土地が必要であるため諦め，出身市のI市
での就農に変更（トマト）。冬季は出稼ぎの予定

農地の確保状況 親の農地を継承 知人の紹介で確保の見通し

就 農 の 課 題 初期投資資金の不足，農業技術が不十分

条件のあう農地が見つからない，初期投資資金の

不足，当面の生活費の不足，農業技術の不足，住
居の確保

就農実現確率 既に就農が決まっている 80％以上

研修へ

の意見
研  修  期  間

長い （後半が就農準備期間とかぶり，卒業研究や

授業に時間を十分とれない）

ちょうどよい（これ以上長いと貯金がつきる）。ただ

し夏休みは必要ない

 資料：ヒアリング調査結果より作成．
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った最中，妻から「農業をやっている時の方が覇気がある」と指摘されたこと，第 2 に，

海外に赴任していた時に父母が相次いで亡くなり，自家の農業継承の必要が生じたことに

加え，ローンの完済や子供の独立等もあって，本格的に農業にチャレンジするにはちょう

どよい節目であると考えたためである。そこで，親の農地を継いで専業農家となるべく，

農業技術の基礎と専門性向上のために三重農大の 1 年課程への入校を決意している。農業

をやるからにはしっかり取り組んでほしいと三重農大を探してきたのは妻である。なお，

作物は初めからイチゴと決めていた。年齢の関係から農業次世代人材投資資金が利用でき

なかったため，研修に関わる助成金は利用していない。

三重農大を選択した理由は，学費の安さと妻の勧めによるものだが，仕事をしながら研

修先を探していたため，他の研修機関と比較する余裕はなかったとのことである。

２）研修に対する満足度

研修についての満足度を 5 段階評価で聞いたところ，既に履修したカリキュラムすべて

を「5＝満足している」と評価している。一番良かったカリキュラムは農家実習としてお

り，A 氏と同じように脱サラ就農し，夫婦でイチゴを始めた農家で研修を行っている。こ

の研修先は，イチゴ部会の部会長で面倒見も良く，就農するのに必要なことを熱心に教え

てもらっている。このことによって，来年度からの就農にこぎつけられたとしている。し

A氏 B氏

性 別・年 齢 男性・51歳 男性・32歳
家  族  構  成 配偶者（子供は独立） 単身者

専 攻 コ ー ス 野菜コース 野菜コース

自 家 の 職 業 兼業農家 非農家

最  終  学  歴 高卒（工業系） 高等専門学校卒 （材料工学科）

研修前の職業 製造業 製造業+建設業

研修前の雇用形態 正社員（勤続32年） 正社員 （勤続12年）

利用した助成制度 なし なし

入 校 の 背 景

仕事環境の変化，親の死亡と農地相続，ローンの

完済，子供の独立等が重なり，本気で農業をやる

なら今のタイミングと思った(妻も後押ししてくれた)

T町の農作業体験に参加し，就農しようと役場に相

談したところ，就農支援を受けるには大学校に通う

必要があったため研修に参加

入  校  目  的 農業技術基礎・専門性を習得 農業技術基礎を習得

研修参加目的 学費が安い，妻の勧め 助成金を受けやすい，役場の勧め

入校時の進路希望 専業農家 （イチゴ） 新規独立自営就農 （T町）

現在の進路希望 専業農家 （イチゴ） 新規独立自営就農+出稼ぎ

進 路 希 望

変更の理由

T町での就農を考えていたが，推奨作目の栽培に

は広い土地が必要であるため諦め，出身市のI市
での就農に変更（トマト）。冬季は出稼ぎの予定

農地の確保状況 親の農地を継承 知人の紹介で確保の見通し

就 農 の 課 題 初期投資資金の不足，農業技術が不十分

条件のあう農地が見つからない，初期投資資金の

不足，当面の生活費の不足，農業技術の不足，住

居の確保

就農実現確率 既に就農が決まっている 80％以上

研修へ

の意見
研  修  期  間

長い （後半が就農準備期間とかぶり，卒業研究や

授業に時間を十分とれない）

ちょうどよい（これ以上長いと貯金がつきる）。ただ

し夏休みは必要ない

 資料：ヒアリング調査結果より作成．
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かし，もし実習先がこの農家でなかったら，就農は難しかった可能性があるとしており，

実習先だけでなく，就農を希望する研修生と地域で担い手として活躍する既就農者とが「つ

ながり」を作っていくような仕組みを大学校側で整備する必要があるのではと考えている。 
また，研修について不満な点としては，講義資料が古いことを挙げている。最新の技術

は実習で補強できるものの，資料のデータが古いものも多く，講義資料の更新と三重に特

化した教育内容への切り替えを希望していた。加えて，研修期間の後半は就農準備期間と

重複するため，なかなか講義に出られないといった問題が生じていた。ここから，既に取

り組みたい作物が決まっている研修生に対しては，ある程度本人の都合に合わせたカリキ

ュラムを組むことが可能となるようにしてほしいとのことであった。なお，2 年間でやる

ことを 1 年間で行う 1 年課程は忙しいことから，研修生には早く自分が取り組む営農作物

を決定すべきであるとも指摘している。

３）就農について

就農後は，先述したように自身の土地でイチゴに取り組むことに決めている。就農に当

たっては農地の確保や営農計画の作成，普及所への相談等を既に済ませており，大学校に

実施してもらいたい就農支援は個人的にはないとしている。

ただし，新規就農を希望する研修生に対し行うべきこととしては，農地を持たない新規

独立自営就農希望者の場合は，まず農地を確保する必要があるため，地域を絞らず色々な

地域を回った方がよいとアドバイスすること，また新規就農者への補助金については，採

用枠が限られる中，まずはハウス一棟を任せてみて，そこでの評価を行った上で支給して

いくといった方式を取るべきではないかとの意見も出された。

就農に当たっての課題は，自身の問題としては農業技術力の不足，一般的にはこれに加

えて設備・機械等の初期投資の不足や家族の反対が大きな課題になると考えている。もっ

とも，A 氏は退職金等の貯蓄があることから初期投資の費用面での問題は少なく，妻も農

業を応援しており，定年後に農業を手伝ってくれる意向を示している。また，中途退職し

て大学校に入学する場合，職業訓練校ではない三重農大では入校後に失業保険を受給でき

ないという問題があり，これがこれから農業を学ぼうとする社会人の障壁になっているの

ではないかと指摘している。

（２）研修生Ｂ氏

１）大学校入校のきっかけ

B 氏は野菜コースを専攻する 32 歳の研修生である。出身は三重県 I 市で，単身者の男性

である。最終学歴は高等専門学校で材料工学を学んでおり，前職は岐阜県でタンクを製造

し設置する，製造も建築も兼ねた企業で正社員として勤めていた。また，非農家出身者で

はあるが，愛媛に住んでいる祖父が農業（稲作とミカン）に取り組んでいた。ただし，既

に離農している。

以上のように，これまで農業とはあまりかかわりのない経歴だが，農業を志したきっか
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けは，三重県 T 町で行われた農業体験に参加したことである。これを機に T 町で就農しよ

うと思い町役場に相談したところ，町からの就農支援を受けるには三重農大に通うことが

要件の一つだったため，農業技術の基礎の習得を目的に入校を決めた。入校時から農業法

人等への雇用就農は考えておらず，新規独立自営就農を希望していた。

研修に当たって農業次世代人材投資資金（準備型）を使おうとしたが，申し込みの締め

切りが過ぎていたため利用できず，大学校には貯金を切り崩しながら通っている。現在，

他にアルバイト等は行っていない。

２）大学校での教育について

大学校の教育についての評価は，多くの項目において 5 段階評価で「4＝やや満足して

いる」以上となっているが，最新の農業技術や流通といった点については「3＝どちらと

もいえない」とやや低い。また，最も役に立ったのは農家への研修であったと回答してい

る点は A 氏と同じである。 
さらに研修期間については，1 年間という期間を「ちょうどよい」としており，これ以

上長いと貯金が尽きてしまうとしている。また，1 年課程も 2 年課程と同じように夏休み

があるが，収入がない社会人のために，この時期も学習に充ててほしいと望んでいる。な

お，B 氏は大学校のハウスを 1 棟借りて自主的に栽培を行っている。 

３）就農について

就農先については，農業体験や就農相談をした先述の T 町での就農を希望していたが，

T 町が推奨する作物は広い土地が必要であることから，農地確保や労力面で難しいと考え，

トマトでの就農に方針を切り替えた。トマトを夏に作るには，涼しい気候の地域である必

要があるため，B 氏の出身地であり，山が多く夏場は冷涼な気候である I 市での就農を決

めた。就農後は，農業だけで生計を立てるのは厳しいため，春から秋はトマトを生産し，

冬は前職の会社に出稼ぎに行くことを考えている。

大学校に行ってほしい支援としては，まず農地のあっせんを挙げている。B 氏は農地を

見つけるために I 市の農業委員会に問い合わせるも，なかなか農地が見つからなかったと

いう。そのため，地元の知り合いの伝手で耕作放棄地の持ち主と交渉できる段取りとなっ

たが，自身が地元の出身でなければ土地を見つけることは困難だっただろうと考えている。

そのほかに，希望する支援として住居の確保及び細かい営農計画の策定を挙げていた。

就農に当たっての課題としては，やはり農地の問題がネックとなっている。農地は一応

上述のように確保の見通しが立ったものの，調査を実施した 12 月の時点ではまだ確定し

てはいない。またこれ以外にも，設備・機械等の初期投資にかかる資金の不足や，当面の

生活費の確保，農業技術のさらなる習得，住居確保の見通しが立っていないといった課題

を挙げている。なお，就農後に農業次世代人材投資資金（経営開始型）の利用を考えたも

のの，「今年度は枠が厳しくなり，県内で 1～2 名しか受けられない」と言われ申請を断念

している。もっとも，まだ農地が決まっていないこともあり，こうした申請も躊躇せざる
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を得なかったという面もあろう。

４．研修修了生の動向 

本節では，1 年課程を卒業した研修修了生の動向について分析する。調査を行った研修

修了生は，30 歳代半ばの 3 名（C 氏，D 氏，E 氏）であり，いずれも野菜コース専攻で，

現在取り扱っている作物がイチゴという点で共通している。C 氏，D 氏は新規独立自営就

農者であるが，E 氏は新規独立自営就農を希望していたものの，現在は雇用就農している

（第８－３表）。

（１）研修修了生Ｃ氏

１）経営の概要

C 氏は 2014 年に研修を修了し，新規独立自営就農した 36 歳の男性である。研修時は野

C氏 D氏 E氏

性 別・年 齢 男性・36歳 男性・37歳 男性・35歳

家  族  構  成 妻 妻，子供，両親 単身者

卒  業  年  次 2014年 2016年 2017年

専 攻 コ ー ス 野菜コース 野菜コース 野菜コース

自 家 の 職 業 兼業農家 専業農家 兼業農家

最  終  学  歴 大卒 大卒 （工学系） 高卒 （普通科）

研修前の職業 製造業 印刷関係 人材コンサルティング業

研修前の雇用形態 正社員 正社員 正社員

利用した助成制度 農業次世代人材投資資金 (準備型) 農業次世代人材投資資金 (準備型) 農業次世代人材投資資金 (準備型)

入 校 の 背 景
親が兼業農家で農業の手伝いは

していた。新農業人フェアで大学

校を知る

実家が農家。農業をやるつもりは
なかったが，サラリーマンは帰りが

遅く，自営は裁量の余地があるこ

と，妻が賛成してくれたこともあり，

就農を選択

日本の情勢を見て，観光・農業が

今後大事になると思い，新・農業

人フェアを通じてT町へ収穫体験

に行った。この時点ですでに就農

するつもりだった

入  校  目  的 農業技術基礎を習得
農業技術基礎・専門性を習得，資
格取得

農業技術専門性を習得，経営ス
キル向上，人脈作りのため

研修参加目的
大学校以外に教わることのできる

る機関がない

大学校で野菜全般を体系的に学

びたい，居住地に近い

役場からのすすめ，研修レベルが

高い，学費が安い，寮がある，助
成金を受けやすい

入校時の進路希望 新規独立自営就農 親の農業を継ぐ （専業農家） 新規独立自営就農

現在の就業状況

イチゴ（観光農園）で新規独立自営

就農　（雇用は常勤1名，時短パート

4名，アルバイト7～8名，福祉事業所

からも雇用，妻は来年から常勤）

イチゴで妻と二人新規独立自営就

農 （農地は親から譲られたが親と経

営は別，農地は継ぐが，今後も親と農

業をやるつもりはない）

イチゴ農家に雇用就農
（正社員となっているが，雇用先が非

法人のため，厚生年金等の保険はな

し）

経営耕地面積/売上 ハウス18棟 / NA 58a / 約800万円 -
就業に至った経緯 NA 親が専業農家 -
農地の確保方法 親戚の紹介で確保 親から継承 -

進 路 希 望

変更の理由
- - 農地が見つからず，研修先の法

人に雇用就農

今 後 の 展 望 加工，直売，移動販売の開始 規模拡大，販売強化，雇用開始 未定 （独立，指導農業士等）

研修

への

意見

研 修 期 間 ちょうど良い
自分はちょうど良いが，土地がな
い人には短い

短い （実習・研修が不十分，農地が

見つからないまま卒業してしまう）

資料：ヒアリング調査結果より作成．
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を得なかったという面もあろう。

４．研修修了生の動向

本節では，1 年課程を卒業した研修修了生の動向について分析する。調査を行った研修

修了生は，30 歳代半ばの 3 名（C 氏，D 氏，E 氏）であり，いずれも野菜コース専攻で，

現在取り扱っている作物がイチゴという点で共通している。C 氏，D 氏は新規独立自営就

農者であるが，E 氏は新規独立自営就農を希望していたものの，現在は雇用就農している

（第８－３表）。

（１）研修修了生Ｃ氏

１）経営の概要

C 氏は 2014 年に研修を修了し，新規独立自営就農した 36 歳の男性である。研修時は野

C氏 D氏 E氏

性 別・年 齢 男性・36歳 男性・37歳 男性・35歳

家  族  構  成 妻 妻，子供，両親 単身者

卒  業  年  次 2014年 2016年 2017年

専 攻 コ ー ス 野菜コース 野菜コース 野菜コース

自 家 の 職 業 兼業農家 専業農家 兼業農家

最  終  学  歴 大卒 大卒 （工学系） 高卒 （普通科）

研修前の職業 製造業 印刷関係 人材コンサルティング業

研修前の雇用形態 正社員 正社員 正社員

利用した助成制度 農業次世代人材投資資金 (準備型) 農業次世代人材投資資金 (準備型) 農業次世代人材投資資金 (準備型)

入 校 の 背 景
親が兼業農家で農業の手伝いは

していた。新農業人フェアで大学

校を知る

実家が農家。農業をやるつもりは

なかったが，サラリーマンは帰りが

遅く，自営は裁量の余地があるこ

と，妻が賛成してくれたこともあり，

就農を選択

日本の情勢を見て，観光・農業が

今後大事になると思い，新・農業

人フェアを通じてT町へ収穫体験

に行った。この時点ですでに就農

するつもりだった

入  校  目  的 農業技術基礎を習得
農業技術基礎・専門性を習得，資

格取得

農業技術専門性を習得，経営ス

キル向上，人脈作りのため

研修参加目的
大学校以外に教わることのできる

る機関がない

大学校で野菜全般を体系的に学

びたい，居住地に近い

役場からのすすめ，研修レベルが

高い，学費が安い，寮がある，助

成金を受けやすい

入校時の進路希望 新規独立自営就農 親の農業を継ぐ （専業農家） 新規独立自営就農

現在の就業状況

イチゴ（観光農園）で新規独立自営

就農　（雇用は常勤1名，時短パート

4名，アルバイト7～8名，福祉事業所

からも雇用，妻は来年から常勤）

イチゴで妻と二人新規独立自営就

農 （農地は親から譲られたが親と経

営は別，農地は継ぐが，今後も親と農

業をやるつもりはない）

イチゴ農家に雇用就農
（正社員となっているが，雇用先が非

法人のため，厚生年金等の保険はな

し）

経営耕地面積/売上 ハウス18棟 / NA 58a / 約800万円 -
就業に至った経緯 NA 親が専業農家 -
農地の確保方法 親戚の紹介で確保 親から継承 -

進 路 希 望

変更の理由
- - 農地が見つからず，研修先の法

人に雇用就農

今 後 の 展 望 加工，直売，移動販売の開始 規模拡大，販売強化，雇用開始 未定 （独立，指導農業士等）

研修

への

意見

研 修 期 間 ちょうど良い
自分はちょうど良いが，土地がな

い人には短い

短い （実習・研修が不十分，農地が

見つからないまま卒業してしまう）

資料：ヒアリング調査結果より作成．

第８－３表　三重県農業大学校研修修了生一覧

入

校

時

現

在

の

就

農

状

況

基

本

属

性

－140－



- 141 -

菜作コースを専攻しており，家族は妻がいる。出身は三重県内である。学歴は大学（非農

学系）を卒業しており，自家は兼業農家である。前職は製造業で正社員として技術総合職

に就いていた。また研修中は，農業次世代人材投資資金（準備型）を利用している。

現在の経営耕地面積は 64a で，うち所有地は 19a であるが，これは 2019 年に購入した

ばかりである。主な生産部門はイチゴで，観光農園に取り組んでいる。ハウスは 18 棟あ

り，うち 6 棟が育苗用である。所有地以外の農地とハウスは親戚の紹介で使用しなくなっ

ていた JA の育苗ハウスを 10a 当たり 5 万円で借り入れている。なお，父が経営する実家

の経営耕地面積は 2.7ha 程度（うち，借地が 2ha）であり，主に水稲を作付けしている。 
イチゴの摘み取りは年間 5,000 人もの来客があり，完全予約制である。時期は 1～5 月

で，主に SNS を通じて集客している。イチゴの品種は当初 3 種類のみであったが，現在

は 11 種類にまで拡大している。また観光農園以外にも，JA や地元スーパー，直売所等に

出荷している。

農業労働力は，本人（農業専従）と妻（調査時点では年間 29 日以下の従事であるが 2020
年から農業専従者となる予定）のほかに，雇用労働力として，独立就農意向の 20 代男性

をフルタイムで 1 名，40 歳代女性の時短勤務者（5 時間～5 時間半）を 4 名，学生アルバ

イトを 7～8 名を観光農園の繁忙期（1 月～5 月）の週末に雇用している。さらにこれ以外

にも，近所の福祉事務所から週 1 回 2 時間，44～45 名程度を雇用しており，春からはベ

トナムの外国人研修生 1 名を雇用する予定である。雇用者はハローワークで募集しており，

繁忙期には母にも少し手伝ってもらうこともある。

今後の経営方針としては，イチゴジャムやイチゴスムージー等の加工品の直売や移動販

売にも取組たいと考えている。

２）研修参加の経緯

C 氏が農業に興味を持ったきっかけは，実家の農業の手伝いからであり，その後「新農

業人フェア」を通じて農業大学校を知り，農業技術の基礎の習得を目的に研修課程に入っ

た。三重農大を選択した理由は，周辺に大学校以外で実践的な農業技術・農業経営等を教

わることのできる機関がなかったためである。研修開始時点で，親とは経営を分け新規独

立自営就農することを決めており，先述のように農地も自家の農地を継承したわけではな

い。

３）研修内容への評価

大学校での研修内容についての評価は，「農業技術・知識を学べた」「営農計画策定につ

いて学べた」「研修等を通じ実践的に学べた」「農業関係者との人脈ができた」「体力・精神

力が身についた」といった項目において，5 段階評価で「5＝満足している」と回答してい

る。一方，「最新の農業技術」「農業経営」「農業法規」等の学習については不十分であった

と回答している。また，今後より充実すべき教育内容としては，まず農業経営に関する教

育の充実を希望しており，スマート農業等の最新技術，より細かな営農計画策定について
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も充実してほしいとしている。

研修期間については，1 年間という期間は「ちょうどよい」と考えており，また就農支

援についても「十分であった」と回答している。大学校から受けた具体的な就農支援とし

ては，「営農計画の指導」「普及指導センターの紹介」「就農相談窓口の紹介」「大学校教員

による進路指導・相談」「使える助成金・補助金の紹介」等を挙げている。

今後は農業技術面について，座学や実習面で更に学んでいく必要があると考えており，

自身の経営を発展させていくための講習（ビジネスセミナー，販売戦略，流通ルート拡充

等）への参加のほか，加工や 6 次産業化等についても学んでいきたいと考えている。 

（２）研修修了生Ｄ氏

１）経営の概要

D 氏は 2016 年度に野菜作コースを卒業し，新規独立自営就農した 37 歳の男性である。

同居する家族は妻，子供，両親で，両親は後述するように農業に専従しているが経営は別

である。学歴は工学系の大学を卒業しており，卒業後は大阪府で印刷関係の営業販売，研

究等の仕事に正社員として従事していた。三重農大在学中は農業次世代人材投資資金（準

備型）を利用し，就農時も同経営開始型を利用している。

現在の経営耕地面積は 17a で，農地は父親から借りたものである（地代負担なし）。ビ

ニールハウスは 6 棟あり，すべてイチゴを栽培している。2018 年度の生産量は約 8t，売

上金額は約 800 万円で，生産物はすべて JA に出荷している。なお，親もイチゴに 8a 取

り組んでいるが，労力面での協力は得ておらず，むしろ D 氏が親の分の苗を作る等の手伝

いを行っている。今後も親と一緒に経営をする意向はない。

農業労働力は本人と妻で，両者ともに農業に専従している。他に雇用者はいない。しか

しながら，今後は規模拡大や業務内容の拡張も考えており，その際は雇用労働力の導入も

考えたいとしている。今後の目標としては，栽培技術の向上を図り，今の 10a 当たり 4ｔ
の収量を 7ｔまで上げたいと考えている。 

２）研修参加の経緯

D 氏が農業に興味を持ったきっかけは，実家の農業の手伝いからだが，農業は 3K の職

業という意識もあり自家農業を継承するつもりはなかった。しかし，農業は自身の裁量の

余地が大きく，近年の農業は 3K でもないという考えに変わってきたこと，また前職は帰

宅時間が遅くなる等の問題もあり，妻が就農に賛成してくれたこともあって就農を決意し，

三重農大で研修生となっている。

D 氏の居住地（実家）は，三重農大からほど近いところにあり，元々大学校の存在は認

知していた。また，入校当初からイチゴを作ることを決めていたが，イチゴ以外の作物に

ついても栽培技術についての基礎を体系的に学びたかったこともあり，大学校に入校した

としている。このほかにも，大型特殊免許が取得できるのも研修コースに入った理由の一

つとしている。
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３）研修内容への評価

研修内容に対する評価は，「農業に関わる資格について学べた」「農業経営について学べ

た」「研修等で実践的に学べた」という点を，5 段階評価で「5＝満足している」と評価し

ている。他の項目は 3～4 という評価だが，最新の農業技術については「2＝やや満足して

いない」，認証制度については「1＝満足していない」と評価が低い。また，今後より充実

すべき教育内容としては研修等の充実を挙げている。作物はそれぞれ収穫の時期が決まっ

ており，そのタイミングで実習が行えるように，作物によって研修時期を変えるべきでは

ないかとしている。ただし，現行のカリキュラムでは，研修が 2 回に分けられて実施され

るようになったので，この点はかなり改善されていると言えよう。また，2 年課程の学生

と一緒に勉強することについても好意的に受けとめていた。

さらに，研修期間については「ちょうどよい」と評価しており，経営してみないとわか

らないこともあるため，就農は早くスタートした方が良いとの意見だった。ただし，農地

がない人は，新たに農地の確保やハウスの建設等が必要になるため，1 年間では不十分だ

と考えている。

就農支援については，自身が親元での就農だったこともあり，特に受けていない。今後

学びたい分野としては，農業技術の実習や農業経営管理，最新技術，6 次産業化等を挙げ

ていた。

（３）研修修了生Ｅ氏

１）経歴

E 氏は，2017 年度に研修課程の野菜作コースを卒業した 35 歳の男性である。現在は単

身で，出身は三重県内である。自家の職業は兼業農家であるが，経営耕地面積は 20a 弱と

零細である。学歴は高校（普通科）卒業で，前職は県内の人材コンサルティング会社で正

社員として働いていた。研修中は農業次世代人材投資資金（準備型）を受けていた。

研修修了後に独立自営就農することを希望していたが，後述する経緯から在学時の研修

先であったK農家に正社員として雇用就農している。ただし，K農家は法人格がないため，

保険等の整備が十分ではなく，事実上は研修生のような立ち位置である。現在，担当部門

や役職はない。

２）研修参加の経緯

農業に興味を持ったきっかけは，先の B 氏と同じく T 町の農業体験を通じてである。も

ともと観光や農業が今後の日本で重要になると考えていたので，新・農業人フェアを通じ

T 町の農業体験に参加した。これに参加した時点で，就農への意向があったとしている。

T 町での新規就農に当たっては，大学校での研修が要件であったため，三重農大の研修課

程を受講した。当初は B 氏と同じく T 町の推奨作物を作ろうと考えたが，採算が合わない

ため，イチゴに転換したとしている。
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大学校を選択した理由は，上述のように T 町での就農要件だったことが最も大きいが，

教育レベルが高くコースが明確であること，学費が安いこと，公共の機関なので様々な助

成が受けやすいこと，また寮や食堂等の設備が充実していることから選択したとしている。 

３）研修への評価

E 氏は大学校での教育内容に対し，農業に関する知識や農業技術の習得，人脈形成面に

ついては申し分ないとしているが，実習時間がやや足りなかったと回答している。また，

研修期間は「短い」と感じており，これは実習や研修の時間が不十分なことに加え，就農

先や農地が見つからないままに卒業となってしまうためとしている。

さらに就農面では，大学校の支援がやや不十分であったとしている。E 氏は当初 T 町で

新規独立自営就農を予定していたが，予定地の隣人や別の候補地での地主とのトラブルが

相次ぎ，結果的に新規独立自営就農を断念したとしている。その後，3～4 か月は無収入の

状態が続いていたが，研修先であった K 農家の誘いで雇用就農するに至っている。 
こうした経緯もあり，E 氏は大学校の研修修了生であることが新規就農に当たってのイ

ンセンティブとして働いていない点についても疑問を呈している。それは，大学校等の研

修を受けていない者であっても，農業次世代人材投資資金の取得に当たっての扱いに差は

なく，基礎技術を持たないまま就農した結果，定着しないで失敗した上，ハウスが放置さ

れている等の問題が生じている事例を目にしているためである。したがって，助成金を受

けるに当たっては，ある程度ハードルを上げると同時に，農大の研修修了生であることも

評価の基準にしてほしいと考えている。

なお，今後については，農業技術の向上に加え，指導農業士の資格取得を目指している。

また，自営就農の可能性を追求するとともに，K 農家との関係も考えつつ，様々なことに

取り組みたいと考えている。

４）補足：Ｋ農家について

ここで，E 氏が就農した K 農家についても簡単に触れておく。K 農家の世帯主は 47 歳

で，1990 年代に脱サラ就農し，2002 年にイチゴの観光農園を開始している。経営耕地面

積は 40a 弱，ハウスは 12 棟で，年間の売上金額は約 4,000 万円（うち，観光農園の売り

上げが約 7 割）である。観光農園は完全予約制で，1 回 1,800 円であり，1～5 月に開催し

ている。2004 年には農林水産大臣賞も受賞し，大学校の研修生も積極的に受け入れている。 
正社員は E 氏 1 名のみであり，他に常勤パートを 4 名，臨時パートを 2～3 名雇用して

いる。E 氏の採用前は，労力面での不足がなかったことから社員を採用しておらず，その

予定もなかったことに加え，法人化もしておらず，社員の待遇面の整備が追い付いていな

かった。そのため，正社員であっても月給は 14.3 万円で，福利厚生も雇用保険，労災保険

への加入にとどまっている。基本的には土・日が休みだが，ピーク時はずれる時もある。

なお，K 農家は「農の雇用事業」を利用している。今後も特に正社員採用の予定はなく，

雇用を増やす予定もないとしている。
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今後の経営方針としては，規模の拡大を考えているが，現在の地域でこれ以上ハウスを

増やすことは困難であるため，他部門の事業を拡大するか，場所にこだわらないで農地を

確保することも考えている。また，規模拡大と合わせて法人化も視野に入れており，その

ときには E 氏に今後どうしてもらうかを考えたいとしている。 
大学校の卒業生については，学生の質にばらつきが大きいことを指摘しており，また農

家と研修生との接点が農家研修時にしかない点を残念に思っている。そのため，大学校に

は新規就農を目指す研修生と地域農業とのマッチングの要になってほしいこと，また三重

農大が駅に近い立地条件にあることを生かし，認知度向上を図るために農業カフェ等の交

流施設を作ってほしいとしている。

５．おわりに 

本章では，三重農大の 1 年課程（研修課程）を対象に，カリキュラムの構成や就農支援，

それに対する在校生及び卒業生の評価を分析した。ここから明らかになった点は以下のと

おりである。

三重農大の特徴は，研修課程を養成科 1 年課程（養成課程は養成科 2 年課程）と位置付

けており，教養科目や卒業研究等を削った上でカリキュラムを養成課程と共通にしている

という点である。また授業や実習も 2 年課程の学生と一緒に実施している。こうした取組

は，生徒数が少ない中で教育内容を充実させる目的と，就農意欲の高い研修生から 2 年課

程の学生も刺激を受け，高い教育効果が見込めるためとしている。この取組に対しては，

研修生や研修修了生からの不満等はなく，教員数が少ない中でも教育内容を充実させる一

助となっている。また，就農意欲の高い 1 年課程の研修生に対しては，就農後に十分な売

り上げが見込める作物（イチゴ，トマト，キュウリ）に絞って指導を行っており，就農に

向けて実践的に学べる内容となっている。こうした教育方針が研修課程の高い人気につな

がっていると言えよう。

また研修生は，自営就農（特に新規独立自営就農）を希望する研修生が集まっており，

農家，非農家の出身を問わず，農業とは全く関連のない職歴を経てきているという特徴が

あった。研修生の大半が前職を有しており，正社員の比率が高いといった共通点は，関西

や名古屋へのアクセスがよく，製造業の事業所が多数立地する三重県内の比較的良好な雇

用情勢を反映していると思われる。しかしこうした中でも 1 年課程（研修課程）の受講を

希望する者が増えているのは，非農家出身者の場合は県内の市町村で実施される農業体験

のイベント等が，農家出身者の場合は自家の農業の継承あるいは再評価がその一因となっ

ていた。

さらに，研修生及び研修修了生のヒアリングからは，就農面での課題が幾つか指摘され

た。特に大きな課題は，非農家出身の研修生が研修期間中に農地を確保することが困難な

ことである。今回調査した研修生及び研修修了生 5 名のうち，非農家出身者は B 氏と E
氏の 2 名だけであったが，研修生の B 氏は調査時点（12 月）で農地確保の見通しは立っ
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ているものの，まだ実際に借り入れるまでには至っておらず，E 氏は，研修期間中に農地

を確保することができず，研修先の農家に雇用就農する道を選択していた。こうした問題

は，自家が農家であり，比較的スムーズに農地を確保している事例でも問題視する声が聞

かれた。よって，今後 1 年課程の研修生を更に受け入れていくに当たっては，こうした非

農家出身者の就農面でのサポートを強化する必要性があろう。

とはいえ，県内に一つしかない大学校が各市町村の農地の状況をすべて把握することは

困難と考えられる。したがって，研修修了生に対する農地あっせんの優遇制度の整備や各

市町村と連携した就農支援システムの構築が必要と考えられる。その具体的な方法として

は，大分県の事例で見るようなファーマーズスクールのような地域農業の担い手と研修生

が関わるシステムの構築も参考となろう。

加えて，直近では農業次世代人材投資資金も枠が少なくなったとの声も聞かれ，非農家

出身者が初期費用や生活費を確保することがより困難になる状況も生まれている。また，

これは職業訓練を行っていない大学校に共通する課題ではあるが，離職後に入校した場合

は失業保険の対象とはならず，このことが少なからず社会人が仕事を辞めて農業教育を受

ける際の障壁になっている。今後，リカレント教育の強化を考えるに当たっては，こうし

た助成金や保険制度も含めた検討が必要と言えよう。

注(1) 2019 年に実施した研修生を対象としたアンケート調査では，1 年課程の 4 割程度が入寮していた。 

(2) MBA 養成塾は三重県知事の要請で開始したものであり，対象者は社会人経験者である。カリキュラムは雇用型

インターンシップを中心とし，農業だけでなく経営学全般を学ぶことができる構成であり，農業大学校は農業技術

面を担当する。養成期間は 2 年間であり，現在，募集人数は 3～5 名程度である。

(3) なお，2017 年度は地方銀行の早期退職者が多く来ていたとのことであった。

(4) ただし，大学校ではこの 3 種類以外に 15 種類の見本栽培を行っている。

(5) なお，既存の 2 年課程では，必ず 2 年間在籍することが求められることに加え，カリキュラム内容の面でも個々

人に応じた時間の使い方ができないことから就農準備期間とすることは困難とのことであった。
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